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兵
庫
県
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
６
月
３０
日
ま
で
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
と
共
同
で
、

「
あ
い
た
い
兵
庫
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
（
Ｄ
Ｃ
）
を
初
め
て

開
催
す
る
。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
あ
な
た
に
会
い
た
い
兵
庫
が
い
ま
す
」
。

同
県
が
０６
年
度
に
策
定
し
た
「
ひ
ょ
う
ご
ツ
ー
リ
ズ
ム
ビ
ジ
ョ
ン
〜
後
期
行
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
〜
」
５
カ
年
計
画
の
な
か
で
も
Ｄ
Ｃ
は
目
玉
。
県
内
で
は
、
有
力
な
温

泉
や
観
光
地
を
は
じ
め
、
全
県
を
挙
げ
て
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

兵
庫
Ｄ
Ｃ
で
は
県
内
を
神

戸
、
阪
神
、
播
磨
東
部
、
播

磨
西
部
、
但
馬
、
丹
波
、
淡

路
の
７
エ
リ
ア
に
分
け
て
、

日
本
の
縮
図
と
い
わ
れ
る
兵

庫
県
の
自
然
や
文
化
、
食
、

街
並
み
な
ど
様
々
な
観
光
資

源
を
生
か
し
た
特
別
企
画
や

体
験
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を
整
備

し
て
い
る
。

Ｄ
Ｃ
前
半
は
さ
く
ら
の
名

所
が
人
気
を
集
め
そ
う
で
、

中
で
も
世
界
文
化
遺
産
の
姫

路
城
は
特
別
公
開
を
実
施
。

ま
た
地
元
で
も
予
約
が
取
り

に
く
い
世
界
一
の
吊
り
橋
、

明
石
海
峡
大
橋
の
塔
頂
体
験

が
で
き
る
「
明
石
海
峡
大
橋

ブ
リ
ッ
ジ
ワ
ー
ル
ド
」
も
兵

庫
県
で
し
か
体
験
で
き
な
い

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
と
し

て
人
気
を
集
め
そ
う
だ
。

一
般
旅
行
者
に
と
っ
て
、

宿
泊
拠
点
と
な
る
温
泉
観
光

地
が
多
い
の
も
兵
庫
県
の
魅

力
。
全
国
的
に
知
名
度
が
高

い
、
有
馬
、
城
崎
、
湯
村
。

主
要
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
近

い
、
阪
神
エ
リ
ア
の
宝
塚
、

武
田
尾
や
、
姫
路
の
塩
田
温

泉
郷
、
忠
臣
蔵
ゆ
か
り
の
赤

穂
。淡
路
島
に
は
洲
本
、南
あ

わ
じ
温
泉
郷
が
あ
る
。
観
光

と
温
泉
宿
泊
が
セ
ッ
ト
に
な

り
や
す
く
、
満
足
度
も
高
く

な
る
。
都
市
型
観
光
の
ニ
ー

ズ
に
は
、
神
戸
に
あ
る
様
々

な
大
型
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
で
対

応
で
き
る
の
も
強
み
だ
。

Ｄ
Ｃ
と
い
う
こ
と
で
、
駅

を
起
点
に
し
た
地
元
観
光
ガ

イ
ド
が
案
内
す
る
ま
ち
歩
き

を
５１
コ
ー
ス
、
観
光
タ
ク
シ

ー
「
駅
か
ら
観
タ
ク
ン
」
８

駅
１２
コ
ー
ス
の
ほ
か
、
主
要

観
光
地
を
じ
っ
く
り
ま
わ
る

「
バ
ス
ツ
ア
ー
」
な
ど
が
充

実
。
昨
年
の
山
口
Ｄ
Ｃ
に
引

き
続
い
て
Ｄ
Ｃ
期
間
を
含
む

４
月
２９
日
か
ら
１１
月
３
日
ま

で
は
、
「
名
探
偵
コ
ナ
ン
城

崎
温
泉
・
出
石
ミ
ス
テ
リ
ー

ツ
ア
ー
」
も
開
催
す
る
。

さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
西
日
本
で

は
、
指
定
の
観
光
施
設
の
入

場
と
往
復
Ｊ
Ｒ
、
自
由
周
遊

区
間
乗
り
放
題
が
セ
ッ
ト
と

な
る
城
崎
温
泉
・
出
石
ぐ
る

り
ん
パ
ス
を
再
発
売
。
旅
行

商
品
に
は
、
ミ
ニ
ぐ
る
り
ん

パ
ス
が
セ
ッ
ト
で
販
売
さ
れ

る
。神
戸
・
姫
路
ぐ
る
り
ん
パ

ス
も
新
し
く
発
売
さ
れ
る
。

Ｊ
Ｒ
と
地
元
と
連
携
で
の

魅
力
的
な
企
画
が
充
実

４月１日～６月３０日 兵庫県内全域で開催
港
街
と
し
て
様
々
な
文
化

を
取
り
込
ん
で
き
た
神
戸
エ

リ
ア
。
海
や
港
と
エ
キ
ゾ
チ

ッ
ク
な
北
野
の
異
人
館
、
南

京
町
、
旧
居
留
地
と
い
っ
た

異
国
情
緒
薫
る
街
並
み
と
ハ

イ
セ
ン
ス
な
都
会
の
両
面
を

持
つ
。
背
後
に
は
六
甲
山
系

の
山
々
、
日
本
最
古
の
温
泉

で
あ
る
有
馬
温
泉
、
灘
の
酒

蔵
も
あ
る
。

夜
景
と
酒
蔵
め
ぐ
り

Ｄ
Ｃ
期
間
中
に
は
、
１
千

万
�
の
夜
景
と
神
戸
の
様
々

な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
合

わ
せ
た
夜
景
観
光
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
お
す
す
め
ス
ポ

ッ
ト
は
１７
カ
所
。
そ
の
最
高

峰
は
、
ま
や
ビ
ュ
ー
ラ
イ
ン

夢
散
歩
や
掬
星
台
か
ら
の
夜

景
。
日
本
三
大
夜
景
の
ひ
と

つ
で
、
大
阪
方
面
か
ら
神
戸

市
街
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
夜

景
を
体
感
で
き
る
。
各
ス
ポ

ッ
ト
で
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る

と
抽
選
で
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
行
っ
て

い
る
。

神
戸
市
灘
区
か
ら
西
宮
市

に
か
け
て
酒
造
メ
ー
カ
ー
が

立
ち
並
ぶ
「
灘
五
郷
」
は
日

本
一
の
酒
ど
こ
ろ
。
試
飲
コ

ー
ナ
ー
や
シ
ョ
ッ
プ
を
設
け

て
い
る
博
物
館
や
資
料
館
も

点
在
。
Ｄ
Ｃ
期
間
を
中
心
に

３
月
２０
日
か
ら
６
月
２８
日
ま

で
の
土
日
祝
に
は
灘
の
酒
蔵

観
光
に
便
利
な
「
灘
の
酒
蔵

ル
ー
プ
バ
ス
」
が
三
ノ
宮
駅

発
着
で
運
行
さ
れ
る
。

有
馬
温
泉
を
満
喫

有
馬
温
泉
は
、
日
本
三
古

湯
、
日
本
三
名
泉
の
一
つ
に

数
え
ら
れ
る
。
Ｄ
Ｃ
期
間
中

は
、
有
馬
温
泉
ガ
イ
ド
ツ
ア

ー
が
期
間
中
の
土
日
祝
に
無

料
で
開
催
さ
れ
る
。
日
曜
祝

は
、
午
前
１０
時
、
土
曜
日
は

夕
方
４
時
に
、
ね
ね
橋
に
集

合
。
ツ
ア
ー
時
間
は
約
２
時

間
。
指
定
日
以
外
は
、
有
料

で
予
約
制
。
コ
ー
ス
は
、
有

馬
温
泉
三
恩
人
と
い
わ
れ
る

行
基
、
仁
西
、
太
閤
秀
吉
の

ゆ
か
り
の
社
寺
、
史
跡
を
め

ぐ
る
ほ
か
、
有
馬
の
泉
源
と

特
産
品
で
あ
る
有
馬
人
形
筆

と
有
馬
籠
の
店
も
ま
わ
る
。

温
泉
寺
の
階
段
は
鎌
倉
時
代

の
も
の
。
薬
師
如
来
像
は
西

日
本
最
大
。
天
神
泉
源
は
、

金
泉
と
い
わ
れ
る
含
鉄
ナ
ト

リ
ウ
ム
塩
化
物
強
塩
高
温

泉
。
湯
煙
と
ゴ
ボ
ゴ
ボ
と
音

を
立
て
な
が
ら
温
泉
が
噴
出

し
て
い
る
。
炭
酸
泉
源
は
、

銀
泉
の
ひ
と
つ
で
、
日
本
の

サ
イ
ダ
ー
発
祥
の
地
で
も
あ

る
。
炭
酸
泉
も
飲
め
る
。

有
馬
芸
妓
体
験
で
は
、
芸

妓
の
指
導
で
三
味
線
を
体

験
。
参
加
者
に
は
金
の
湯
か

銀
の
湯
の
入
浴
券
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
料
金
は
３
千
円
。
体

験
時
間
は
１
時
間
。要
予
約
。

昨
年
８
月
か
ら
は
Ｊ
Ｒ
利

用
の
観
光
客
の
利
便
性
を
向

上
さ
せ
る
た
め
に
直
通
バ
ス

「
有
馬
エ
ク
ス
プ
レ
ス
神
戸

号
」
を
運
行
。
新
神
戸
、
三

ノ
宮
駅
か
ら
。

南
北
に
広
が
る
わ
が
国
は
、
地

域
ご
と
に
多
様
で
豊
か
な
自
然
や

歴
史
、
文
化
、
産
業
を
育
ん
で
き

ま
し
た
。
経
済
情
勢
が
厳
し
い
今

こ
そ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
積
極

的
に
発
信
し
、
交
流
を
広
げ
て
い

く
こ
と
が
、
新
た
な
活
力
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

兵
庫
県
は
、
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム

振
興
を
施
策
の
柱
の
一
つ
と
位
置

づ
け
、
都
市
と
農
村
の
交
流
を
は

じ
め
、
ひ
ょ
う
ご
ロ
ケ
支
援
Ｎ
ｅ

ｔ
の
推
進
、
関
西
府
県
が
連
携
し

た
中
国
等
で
の
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
活
動
な
ど
に
力
を
注
い
で
い

ま
す
。

４
月
か
ら
始
ま
る
「
あ
い
た
い

兵
庫
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
も
そ
の
一
つ
で
す
。

全
国
の
皆
さ
ん
を
温
か
く
お
迎
え

し
、
見
る
、
触
れ
る
、
味
わ
う
、

学
ぶ
な
ど
、
兵
庫
を
多
面
的
に
楽

し
み
、
新
た
な
魅
力
を
発
見
し
て

い
た
だ
け
る
機
会
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
全
国

各
地
域
と
競
い
合
い
、
連
携
し
な

が
ら
、
人
と
人
、
地
域
と
地
域
を

つ
な
ぎ
、
元
気
を
与
え
て
く
れ
る

観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
育
ん
で
い
き

ま
す
。
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

兵
庫
県井

戸

敏

三

知
事

神
戸

あ
い
た
い
兵
庫
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
い
よ

い
よ
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
有

馬
温
泉
で
の
芸
妓
体
験
や
書
写
山

圓
教
寺
で
の
１
日
修
行
体
験
、
丹

波
焼
窯
元
で
の
陶
芸
体
験
な
ど
趣

向
を
凝
ら
し
た
１
０
０
を
超
え
る

特
別
企
画
を
ご
用
意
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
新
神
戸
・
三
宮
と
有

馬
温
泉
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
や

予
約
不
要
・
低
料
金
で
観
光
地
を

巡
る
タ
ク
シ
ー
「
駅
か
ら
観
タ
ク

ン
」
な
ど
便
利
な
交
通
ア
ク
セ
ス

も
あ
り
ま
す
。

自
然
や
歴
史
・
文
化
、
も
の
づ

く
り
、
温
泉
、
食
な
ど
兵
庫
が
誇

る
多
彩
な
魅
力
に
出
会
え
る
絶
好

の
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
兵
庫
の
地
を

お
訪
ね
い
た
だ
き
、
そ
の
魅
力
を

存
分
に
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。
心

か
ら
の
お
も
て
な
し
で
全
国
か
ら

の
お
客
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

社
団
法
人
ひ
ょ
う
ご
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

奥

田

眞

理
事
長

神戸１０００万�夜景

県
北
部
に
位
置
し
、
日
本

海
と
実
り
あ
る
里
山
に
囲
ま

れ
た
エ
リ
ア
。
国
の
天
然
記

念
物
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復

帰
を
進
め
る
「
兵
庫
県
立
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
」
（
豊

岡
市
）
で
は
、
間
近
で
コ
ウ

ノ
ト
リ
を
観
察
で
き
る
。

周
遊
バ
ス
と
お
誂
え

Ｄ
Ｃ
特
別
企
画
「
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
郷
公
園
と
城
下
町
出

石
ま
ち
歩
き
周
遊
バ
ス
」（
４

月
１
日
か
ら
９
月
３０
日
ま
で

の
毎
週
土
、
日
、
月
運
行
）

で
は
、
地
元
ガ
イ
ド
が
国
の

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
「
城
下
町
出
石
」
や
玄

武
洞
公
園
な
ど
但
馬
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
を
案
内
。

お
土
産
に
は
、
日
本
有
数

の
か
ば
ん
の
生
産
地
と
し
て

も
知
ら
れ
る
豊
岡
か
ば
ん
の

「
お
誂
え
」
が
お
す
す
め
。

ア
ト
リ
エ
Ｎ
Ｕ
Ｕ
（
ヌ
ウ
）

で
自
分
好
み
の
か
ば
ん
を
セ

ミ
オ
ー
ダ
ー
で
き
る
。

外
湯
め
ぐ
り
の

城
崎
温
泉

約
１
４
０
０
年
前
、
コ
ウ

ノ
ト
リ
が
傷
を
癒
し
て
い
る

の
を
見
て
発
見
し
た
と
伝
え

ら
れ
る
城
崎
温
泉
。
志
賀
直

哉
な
ど
多
く
の
文
人
墨
客
に

愛
さ
れ
て
き
た
。
川
べ
り
の

柳
を
眺
め
な
が
ら
、
「
ま
ん

だ
ら
湯
」
を
は
じ
め
、
７
カ

所
あ
る
外
湯
（
共
同
浴
場
）

巡
り
が
人
気
。

Ｄ
Ｃ
期
間
中
に
は
、
特
別

企
画
と
し
て
、
「
旦
那
衆
の

お
宝
展
」
を
開
催
。
旅
館
や

商
店
が
所
蔵
す
る
普
段
は
見

ら
れ
な
い
文
化
人
に
ま
つ
わ

る
品
や
手
紙
な
ど
が
公
開
さ

れ
る
。

ま
た
、
期
間
中
の
金
、
土
、

日
及
び
４
月
２９
日
、
５
月
４

〜
６
日
に
は
、
「
湯
流
れ
万

灯
」
を
開
催
。
ロ
ウ
ソ
ク
の

ほ
の
か
な
灯
り
で
柳
並
木
の

大
谿
川
沿
い
を
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
。
幻
想
的
な
世
界
を
演
出

す
る
。
時
間
は
２０
時
か
ら
２２

時
ま
で
。

注
目
は
コ
ナ
ン

ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー

漫
画
や
ア
ニ
メ
で
大
人
気

の
「
名
探
偵
コ
ナ
ン
」
。
そ

の
世
界
が
体
感
で
き
る
ミ
ス

テ
リ
ー
ツ
ア
ー
が
城
崎
温
泉

と
出
石
を
舞
台
に
開
催
さ
れ

る
。
こ
の
ツ
ア
ー
の
人
気
の

秘
密
は
、
本
格
的
な
推
理
に

挑
み
な
が
ら
観
光
も
楽
し
め

る
と
こ
ろ
。
今
回
も
、
外
湯

め
ぐ
り
や
城
崎
マ
リ
ン
ワ
ー

ル
ド
、
出
石
の
城
下
町
散
策

な
ど
多
く
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
楽
し
め
る
。
ツ
ア
ー
実
施

期
間
は
４
月
２９
日
か
ら
１１
月

３
日
ま
で
。
詳
細
はhttp

:

//w
w
w
.conan- tour.jp

。

夢
千
代
ゆ
か
り
の

湯
村
温
泉

昭
和
の
レ
ト
ロ
感
漂
う
温

泉
街
。
毎
分
４
７
０
�
、
９８

度
の
豊
富
な
湯
量
を
誇
る
。

吉
永
小
百
合
主
演
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ド
ラ
マ
「
夢
千
代
日
記
」
の

舞
台
に
も
な
り「
夢
千
代
館
」

で
は
ド
ラ
マ
を
再
現
し
た
懐

か
し
い
町
並
み
が
楽
し
め

る
。
「
湯
村
温
泉
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
（
石
井
幹
子
の
光
の
世

界
）」を
日
没
３０
分
後
か
ら
２２

時
ま
で
開
催
。

Ｄ
Ｃ
期
間
中
の
金
、
土
、

日
に
は
、
「
湯
村
ぶ
ら
り
散

歩
」（
無
料
ガ
イ
ド
付
）
を
実

施
す
る
。夕
暮
れ
、夜
の
２
コ

ー
ス
を
設
定
。
所
要
時
間
は

い
ず
れ
も
約
１
時
間
３０
分
。

山
陰
海
岸
国
立

公
園
に
遊
覧
船

山
陰
海
岸
国
立
公
園
は
、

兵
庫
県
と
京
都
府
、
鳥
取
県

の
３
府
県
に
ま
た
が
る
延
長

７５
�
�
の
国
立
公
園
。
火
山

岩
や
堆
積
岩
の
海
蝕
と
リ
ア

ス
式
沈
降
海
岸
が
山
陰
海
岸

特
有
の
景
観
を
醸
し
出
し
て

い
る
。
山
陰
海
岸
は
２
０
０

８
年
１２
月
に
は
日
本
ジ
オ
パ

ー
ク
に
認
定
。
ユ
ネ
ス
コ
が

認
定
す
る
ジ
オ
パ
ー
ク
登
録

を
目
指
し
て
い
る
。
Ｄ
Ｃ
期

間
中
、
「
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ

ー
ク
日
本
列
島
誕
生
の
神
秘

を
め
ぐ
る
旅
」
と
し
て
、
但

馬
海
岸
遊
覧
船
（
浜
坂
港
〜

香
住
港
間
往
復
、
水
曜
日
運

行
）と
遊
覧
船
か
す
み
丸（
香

住
港
〜
浜
坂
港
間
往
復
、
木

曜
日
運
行
）
を
特
別
運
行
。

料
金
は
大
人
２
千
円
、
小
人

千
円
。
ま
た
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト

バ
ス
で
山
陰
海
岸
と
４
つ
の

温
泉
を
め
ぐ
る
「
山
陰
海
岸

ジ
オ
パ
ー
ク
と
岬
め
ぐ
り
高

原
バ
ス
」も
特
別
運
行
す
る
。

但
馬

神
戸
と
大
阪
の
間
に
位
置

す
る
エ
リ
ア
。
郊
外
の
住
宅

地
と
し
て
、
ま
た
宝
塚
歌
劇

や
阪
神
甲
子
園
球
場
な
ど
、

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
地

と
し
て
独
自
の
歴
史
文
化
を

育
ん
で
き
た
。
手
塚
治
虫
記

念
館
（
宝
塚
市
）
で
は
、
写

真
や
原
稿
の
展
示
、
創
作
体

験
な
ど
が
で
き
、
４
月
２５
、

２６
日
、
５
月
５
、
６
日
に
は

「
鉄
腕
ア
ト
ム
」
の
着
ぐ
る

み
も
登
場
。
ま
た
阪
神
エ
リ

ア
に
は
、
室
町
時
代
か
ら
川

面
の
湯
と
し
て
親
し
ま
れ
る

「
宝
塚
温
泉
」
と
渓
谷
美
に

溢
れ
る
「
武
田
尾
温
泉
」
の

２
つ
の
温
泉
が
あ
り
、
Ｊ
Ｒ

で
１０
分
程
の
距
離
に
あ
り
な

が
ら
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
趣

き
が
満
喫
で
き
る
。

清
和
源
氏
発
祥
の
地

多
田
神
社（
川
西
市
）は
、

天
禄
元
年
（
９
７
０
年
）
に

創
建
さ
れ
た
由
緒
あ
る
大

社
。源
満
仲
公
は
じ
め
頼
光
、

頼
信
、
頼
義
、
義
家
の
五
公

を
祀
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

清
和
源
氏
発
祥
の
地
と
言
わ

れ
て
い
る
。
宝
物
殿
に
は
源

家
の
宝
刀
「
鬼
切
丸
」
や
甲

冑
や
古
文
書（
重
要
文
化
財
）

な
ど
、
源
氏
ゆ
か
り
の
秘
宝

が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
Ｄ
Ｃ

期
間
中
の
土
、日（
４
月
１１
、

１２
日
、
５
月
１０
日
を
除
く
）

に
は
、
多
田
神
社
の
秘
宝
を

特
別
公
開
。
地
元
ガ
イ
ド
が

案
内
す
る
ま
ち
歩
き
「
清
和

源
氏
発
祥
の
地
を
訪
ね
る
」

（
無
料
）
を
Ｄ
Ｃ
期
間
中
の

土
、日（
４
月
１１
、
１２
日
、
５

月
１０
日
を
除
く
）に
実
施
。所

要
時
間
は
約
１
時
間
２０
分
。

阪
神

有馬ガイドツアー出石城下町 辰鼓楼

城崎温泉湯流れ万灯

湯村温泉手塚治虫記念館多田神社秘宝公開

山陰海岸国立公園の遊覧船

http://www.hyogodc.jp
http://www.hyoe.co.jp/
http://www.feel-kobe.jp/
http://www.gekkoen.co.jp/
http://www.h-wakamizu.com/


あなたに会いたあなたに会いたいあなたに会いたい
観 光 経 済 新 聞２００９年（平成２１年）３月２１日（土曜日） 週 刊（７） 第２５０７号第３種郵便物認可

あいたい兵庫デスティネーションキャンペーン
姫
路
城
特
別
公
開
と

池
泉
回
遊
式
庭
園

ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産

の
姫
路
城
、
忠
臣
蔵
で
知
ら

れ
る
赤
穂
や
城
下
町
の
面
影

を
残
す
龍
野
な
ど
数
々
の
歴

史
舞
台
と
、
ま
た
大
型
放
射

光
施
設
（
Ｓ
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
�

８
）
な
ど
最
先
端
の
施
設
も

擁
す
る
エ
リ
ア
。

１
９
９
３
年
１２
月
、
法
隆

寺
と
と
も
に
日
本
で
は
じ
め

て
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
た
姫
路
城
。
白

漆
喰
総
塗
籠
造
の
白
壁
か
ら

「
白
鷺
城
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
る
。
連
立
式
天
守
な
ど
独

特
の
建
築
構
造
や
、
要
塞
と

し
て
の
精
巧
な
意
匠
な
ど
で

「
日
本
一
の
名
城
」
と
し
て

名
高
い
。
姫
路
城
の
建
築
物

は
ほ
と
ん
ど
が
国
宝
や
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
普
段
は
非
公
開
の
場
所

が
多
い
。
毎
年
、
春
と
秋
に

行
わ
れ
て
い
る
特
別
公
開
を

Ｄ
Ｃ
特
別
企
画
と
し
て
期
間

を
延
長
し
て
実
施
す
る
。
期

間
は
４
月
か
ら
５
月
末
ま

で
。
徳
川
家
康
の
孫
娘
・
千

姫
の
た
め
に
建
て
た
と
い
わ

れ
る
化
粧
櫓
や
籠
城
戦
を
想

定
し
て
準
備
さ
れ
た
大
天
守

地
階
厠
な
ど
貴
重
な
空
間
を

間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中

の
日
曜
日
に
は
お
殿
様
や
お

姫
様
が
登
場
す
る
。

姫
路
城
の
西
御
屋
敷
跡
に

造
ら
れ
た
「
好
古
園
」
は
、

約
１
万
坪
の
池
泉
回
遊
式
庭

園
。
園
内
に
は
屋
敷
跡
や
通

路
跡
な
ど
、
地
割
を
生
か
し

た
趣
の
異
な
る
９
つ
の
庭
園

群
で
構
成
さ
れ
、
見
事
な
風

情
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

書
写
山
圓
教
寺
の
特
別

公
開
と
１
日
修
行
体
験

天
台
宗
の
別
格
本
山
、
書

写
山
圓
教
寺
は
康
保
３
年

（
９
６
６
年
）
、
性
空
上
人

に
よ
り
開
か
れ
た
。
海
抜
３

７
１
�
の
山
上
に
あ
り
、
西

国
三
十
三
箇
所
中
、
最
大
規

模
の
寺
院
は「
西
の
比
叡
山
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

深
山
幽
谷
の
中
に
歴
史
の

重
み
を
感
じ
さ
せ
る
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映

画
「
ラ
ス
ト
サ
ム
ラ
イ
」
や

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
武
蔵
」

の
撮
影
に
使
用
さ
れ
る
ほ

ど
。Ｄ

Ｃ
期
間
中
、
秘
宝
・
如

意
輪
観
音
像
、四
天
王
像（
国

指
定
重
要
文
化
財
）
や
、
書

写
山
縁
起
絵
巻
を
特
別
公
開

す
る
。
特
別
企
画
と
し
て
Ｄ

Ｃ
期
間
中
の
第
２
、
４
土
曜

日
に
は
「
書
写
山
一
日
修
行

体
験
」
を
実
施
。
圓
教
寺
会

館
集
合
後
、
最
初
に
僧
侶
か

ら「
食
事
す
る
間
は
喋
ら
ず
、

一
切
の
音
を
立
て
な
い
」
な

ど
食
事
作
法
を
教
わ
り
な
が

ら
精
進
料
理
を
食
す
。

常
行
堂
で
の
座
禅
体
験
や

大
講
堂
で
の
礼
拝
行
、
食
堂

で
の
写
経
な
ど
本
格
的
な
も

の
。座
禅
は
心
を
無
に
し
て
、

自
身
の
呼
吸
の
数
を
数
え
る

こ
と
に
集
中
し
、
浮
か
ん
で

く
る
雑
念
を
払
う
。
非
日
常

の
空
間
を
体
験
で
き
る
。

料
金
は
一
人
５
千
円
（
要

予
約
、
別
途
拝
観
志
納
金
５

０
０
円
必
要
）
。

播
磨
西
部

丹
波

姫路城特別公開 口の渡櫓２階

姫路城特別公開 化粧櫓内部登り窯

宿
泊
客
に
は
海
ホ
タ
ル

山
ホ
タ
ル
ツ
ア
ー

国
生
み
神
話
で
は
最
初
に

創
ら
れ
、
古
来
よ
り
食
材
の

宝
庫
と
し
て
御
食
国
（
み
け

つ
く
に
）
と
い
わ
れ
る
淡
路

島
。
北
は
「
明
石
海
峡
大

橋
」
、
南
に
は
「
う
ず
し
お
」

の
２
つ
の
世
界
一
の
名
所
を

有
す
る
ほ
か
、
花
の
名
所
や

伝
説
に
ま
つ
わ
る
史
跡
な
ど

が
多
く
点
在
す
る
。

明
石
海
峡
大
橋
は
、
本
州

と
淡
路
島
を
結
ぶ
全
長
３
９

１
１
�
の
世
界
最
長
の
吊
り

橋
。
夜
間
は
季
節
に
応
じ
て

様
々
な
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が
さ

れ
、
変
化
に
富
ん
だ
夜
景
を

創
り
出
す
。
毎
時
００
分
に
は

レ
イ
ン
ボ
ー
カ
ラ
ー
に
耀

く
。淡

路
島
に
は
、
洲
本
温
泉

と
南
あ
わ
じ
温
泉
郷
の
２
つ

の
温
泉
地
が
あ
る
。
洲
本
温

泉
は
淡
路
島
の
東
岸
、
三
熊

山
の
ふ
も
と
に
あ
り
、
泉
質

は
な
め
ら
か
な
肌
ざ
わ
り
の

単
純
弱
ラ
ド
ン
泉
。
大
浴
場

や
露
天
風
呂
か
ら
は
、
紀
淡

海
峡
や
大
阪
湾
の
絶
景
が
望

め
る
。洲
本
港
も
近
く
、新
鮮

な
魚
介
類
を
堪
能
で
き
る
。

南
あ
わ
じ
温
泉
郷
は
、
６

つ
の
温
泉（
う
ず
し
お
温
泉
、

南
淡
温
泉
、
三
原
温
泉
、
筒

井
温
泉
、潮
崎
温
泉
、サ
ン
ラ

イ
ズ
温
泉
）
が
集
ま
っ
て
で

き
た
も
の
。
う
ず
し
お
の
鳴

門
海
峡
を
ふ
と
こ
ろ
に
、
豊

か
な
自
然
の
リ
ゾ
ー
ト
地
と

し
て
人
気
を
集
め
て
い
る
。

Ｄ
Ｃ
特
別
企
画
と
し
て
、

「
感
動
の
海
ホ
タ
ル
山
ホ
タ

ル
見
学
ツ
ア
ー
」
を
実
施
す

る
。
海
ホ
タ
ル
と
は
、
長
さ

３
�
の
節
足
動
物
。
エ
ビ
や

カ
ニ
の
仲
間
で
夜
間
に
青
く

発
光
す
る
。
夜
の
海
に
耀
く

海
の
宝
石
「
海
ホ
タ
ル
」
と

山
々
で
乱
舞
す
る
山
の
宝
物

「
山
ホ
タ
ル
」
を
鑑
賞
す
る

ツ
ア
ー
。
洲
本
温
泉
及
び
南

あ
わ
じ
温
泉
郷
の
各
宿
泊
施

設
か
ら
送
迎
バ
ス
を
無
料
で

運
行
す
る
。
海
ホ
タ
ル
の
開

催
日
は
、
４
月
、
５
月
の
金
、

日
（
５
月
３
日
は
除
く
）
。

６
月
２６
、
２８
日
。
山
ホ
タ
ル

は
６
月
５
〜
７
、
１２
〜
１４
、

１９
〜
２１
日
。
料
金
は
無
料
。

淡
路
島
・
沼
島

国
生
み
神
話
ツ
ア
ー

古
事
記
、
日
本
書
紀
に
よ

る
と
、
国
生
み
の
イ
ザ
ナ
ギ

ノ
ミ
コ
ト
と
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ

コ
ト
に
よ
り
、
日
本
の
島
々

で
初
め
て
造
ら
れ
た
の
が
淡

路
島
と
さ
れ
て
お
り
、
国
生

み
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
伝
承

や
二
神
を
祀
っ
た
場
所
が
数

多
く
点
在
し
て
い
る
。
淡
路

島
の
南
に
位
置
す
る
沼
島
は

国
生
み
伝
説
の
有
力
地
と
さ

れ
、
多
く
の
伝
承
地
が
残
っ

て
い
る
。
ま
た
、
海
岸
線
に

は
高
さ
３０
�
も
あ
る
上
立
神

岩
を
は
じ
め
奇
岩
が
多
く

神
々
し
い
雰
囲
気
が
漂
っ
て

い
る
。

Ｄ
Ｃ
特
別
企
画
と
し
て

は
、
「
地
球
の
神
秘
と
神
話

伝
説
の
島
め
ぐ
り
」
を
実
施

す
る
。
運
行
日
は
４
月
か
ら

６
月
ま
で
の
土
、
日
、
月（
５

月
２
〜
４
日
は
除
く
）。コ
ー

ス
は
、
Ａ
コ
ー
ス
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
＋
沼

島
周
遊
海
上
観
光
」
と
Ｂ
コ

ー
ス
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
」
の
２
つ
。
Ａ
コ

ー
ス
は
、
チ
ャ
ー
タ
ー
船
で

の
島
め
ぐ
り
観
光
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る
沼
島

内
散
策
ツ
ア
ー
。約
２
時
間
。

料
金
は
、
大
人
２
８
０
０

円
、
小
人
２
３
６
０
円
（
バ

ス
往
復
乗
車
代
、
土
生
港
〜

沼
島
往
復
乗
船
代
、
周
遊
観

光
船
代
含
む
）
。

Ｂ
コ
ー
ス
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
に
よ
る
沼
島
神

話
ゆ
か
り
の
地
を
案
内
す

る
。
約
１
時
間
２０
分
。
料
金

は
、
大
人
１
９
８
０
円
、
小

人
１
５
４
０
円
（
バ
ス
往
復

乗
車
代
、
土
生
港
〜
沼
島
往

復
乗
船
代
含
む
）
。

ツ
ー
ル
・
ド
・

グ
ル
メ
ｉ
ｎ
淡
路

古
代
海
人
族
が
皇
室
に

数
々
の
食
材
を
提
供
し
て
い

た
こ
と
か
ら
御
食
国
と
呼
ば

れ
、
古
く
か
ら
豊
か
な
食
の

宝
庫
で
あ
る
淡
路
島
を
全
国

に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
Ｄ

Ｃ
期
間
中
の
日
曜
日
に
「
ツ

ー
ル
・
ド
・
グ
ル
メ
ｉ
ｎ
淡

路
」
を
実
施
す
る
。
淡
路
牛

や
た
ま
ね
ぎ
、
鱧
な
ど
淡
路

の
特
産
品
で
、
旬
の
食
材
を

使
っ
た
料
理
が
、
リ
レ
ー
方

式
で
島
内
の
様
々
な
会
場
で

楽
し
め
る
。
常
設
会
場
は
う

ず
の
丘
大
鳴
門
橋
記
念
館
、

道
の
駅
あ
わ
じ
（
５
月
３
日

は
除
く
）
。

ま
た
、
淡
路
島
で
は
島
内

で
作
ら
れ
た
３
つ
の
食
材
�

「
淡
路
牛
」
「
淡
路
た
ま
ね

ぎ
」
「
淡
路
米
」
を
使
い
、

１
０
０
％
淡
路
産
に
こ
だ
わ

っ
た
「
淡
路
島
牛
丼
」
が
人

気
を
呼
ん
で
お
り
、
島
内
の

約
５０
店
舗
で
は
技
と
味
を
競

い
合
っ
て
い
る
。
「
ツ
ー
ル

・
ド
・
グ
ル
メ
ｉ
ｎ
淡
路
」

常
設
会
場
で
は
、
淡
路
島
牛

丼
Ｄ
Ｃ
特
別
バ
ー
ジ
ョ
ン
を

提
供
す
る
。

戦
国
武
将
の
野
望
に
満
ち

た
城
跡
、
京
文
化
を
感
じ
さ

せ
る
武
家
屋
敷
、
昔
か
ら
愛

さ
れ
て
き
た
丹
波
焼
や
黒
豆

に
代
表
さ
れ
る
特
産
品
な

ど
、
丹
波
エ
リ
ア
に
は
今
日

で
も
昔
と
変
わ
ら
な
い
空
気

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
近
年
国
内
最
大
級
の

草
食
恐
竜
の
化
石（
丹
波
竜
）

が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
も
知

ら
れ
る
。

瀬
戸
、
常
滑
、
信
楽
、
備

前
、
越
前
と
並
び
日
本
六
古

窯
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
丹

波
焼
。
平
安
時
代
末
期
か
ら

鎌
倉
時
代
に
か
け
て
成
立
。

現
在
も
約
６０
の
窯
元
が
並

び
、
伝
統
的
な
登
り
窯
か
ら

素
朴
で
あ
た
た
か
み
の
あ
る

花
器
や
食
器
を
生
み
出
し
て

い
る
。

森
の
中
の
美
術
館
「
兵
庫

陶
芸
美
術
館
」
で
は
、
作
品

の
収
集
保
存
の
ほ
か
、
日
本

や
世
界
の
陶
芸
文
化
を
紹
介

し
て
い
る
。

Ｄ
Ｃ
特
別
企
画
と
し
て
、

自
分
の
好
み
に
合
っ
た
窯
元

を
選
び
、
陶
芸
作
家
に
指
導

を
受
け
な
が
ら
陶
器
を
作
製

す
る
「
登
り
窯
の
煙
が
あ
が

る
里
・
窯
元
工
房
で
の
陶
芸

体
験
」
を
実
施
。
１
万
人
の

作
品
を
通
常
行
っ
て
い
な
い

登
り
窯
で
焼
成
す
る
。
期
間

は
６
月
末
ま
で
。
料
金
は
薪

窯
焼
成
は
粘
土
１
�
３
１
５

０
円
、
ガ
ス
窯
な
ど
の
焼
成

は
粘
土
１
�
２
１
０
０
円

（
指
導
料
込
、送
料
別
途
）。

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
な
ど
を

持
参
。

他
に
も
Ｄ
Ｃ
期
間
中
の
土

日
祝
に
は
、
丹
波
篠
山
の
２

大
観
光
地「
篠
山
城
下
町
」と

「
丹
波
焼
の
里
」な
ど
を
め
ぐ

る
観
光
ル
ー
プ
バ
ス
を
運
行

す
る
。
１
日
４
便
。
料
金
は

大
人
８
０
０
円
、
小
人
４
０

０
円（
１
日
乗
り
放
題
）。

淡
路

姫路城

日
本
の
標
準
時
を
定
め
る

子
午
線
と
日
本
を
上
下
に
二

分
す
る
北
緯
３５
度
線
が
交
わ

る
、
国
の
中
心
地
を
有
す
る

エ
リ
ア
。
山
と
海
の
自
然
の

恵
み
を
受
け
、
歴
史
に
育
ま

れ
た
匠
の
技
を
間
近
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
日
本
最
古

の
金
物
の
ま
ち
・
三
木
。古
く

か
ら
「
播
州
三
木
は
鍛
冶
の

ま
ち
」と
し
て
知
ら
れ
、起
源

は
神
話
の
時
代
ま
で
遡
る
。

三
木
金
物
を
体
験

Ｄ
Ｃ
特
別
企
画
で
は
、
日

曜
手
づ
く
り
工
房
（
三
木
市

立
中
央
公
民
館
１
Ｆ
）
で
鍛

冶
職
人
か
ら
指
導
を
受
け

「
マ
イ
包
丁
」
製
作
を
体
験

で
き
る
。
３
種
類
の
包
丁
か

ら
選
び
、各
材
料
を
荒
研
ぎ
、

本
研
ぎ
、
仕
上
げ
研
ぎ
、
柄

付
け
、
名
入
れ
の
順
に
、
本

格
的
な
作
業
を
行
う
。
料
金

は
２
千
円
〜
。
職
人
の
指
導

の
も
と
、
か
ん
な
や
の
こ
ぎ

り
な
ど
の
大
工
道
具
を
使
っ

て
「
マ
イ
箸
」
作
り
体
験
も

で
き
る
。
料
金
は
千
円
。
期

間
中
の
日
曜
日
（
要
予
約
、

第
１
日
曜
日
を
除
く
）
。

そ
の
ほ
か
、
三
木
で
生
ま

れ
た
簡
易
折
り
畳
み
ナ
イ
フ

の
肥
後
守（
ひ
ご
の
か
み
）。

職
人
の
指
導
に
よ
り
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
肥
後
守
ナ
イ
フ
づ
く

り
を
体
験
で
き
る
。
開
催
日

は
４
月
５
日
、
５
月
３
日
、

６
月
７
日
。
料
金
は
６
０
０

円（
金
曜
日
ま
で
に
要
予
約
。

１
回
１５
人
ま
で
）
。
同
日
に

は
三
木
城
址
古
式
鍛
練
場
で

古
式
鍛
練
の
実
演
が
見
学
で

き
る
。

播
磨
東
部書写山圓教寺

１日修行体験感動の海ホタル

古式鍛練実演見学上立神岩淡路島牛丼

三木金物体験
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